
星 図とはどんなものか《赤道座標で表す》

1.地球の表面を平面の紙の上に表す世界地

図のようなものである。

地図に緯度 ,経度の座標を使う。

2.星図では天球の座標で、赤道座標で表す。

すべての天体は天の赤道に平行にうつつて

いく。これを利用したのが赤道座標であるc

天球の緯度は、地球の緯度をそのまま延長し

たものでる。赤緯と呼び、赤緯は赤道より

北は(十 )南は(― )で目盛つている。

天の赤道 (0° )―地球の赤道 (O° )

天の北極 (+90° )一地球の北極(北緯 90° )

天の南極 (-90° )二地球の南極 (南緯 90° )

宮城県|ま約北緯 38° で、だから、赤緯+38°

にある天体 (ベ ガ)は 宮城県で1日 1回 、天頂を

通り、頭の真上に見える。(昼は見えないが)

4.天球の経度は「赤経」という。

赤経は赤緯の線と違って、地球の経線をその

まま延長することは離 ない。それ|よ、地球が自

転すると、赤経の原点が刻々変わることになる

からである。そこで、赤経は天球上の春分点 (春

分の日に太陽が天球上を占める点)を 原点とし

ても`る。

《赤経の目盛》

東経、西経に分けるのでなく、春分点から東ま

わりにO° から360° まで通して目盛る。

しかし、角度で表さず、時間の単 4立で表す。角

度を時間に換算する。1日 に1回転するから角

度の 360° |ま 時間の 24時間に対応する。

1時間は 360° ■24=15°

1分間は 15° ■60=15/と なる。

このように星の経度は、赤経、何時 (h)

何分 (m)何秒 (s)で表す。

5.星 図の紙面上では

上が北、下が南というのは地図と同じである。

紙面の左が東、右が西で、地図と逆であるc

天球の赤道座標を表すと下図のようになる。
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☆主なllB星の位置は

[理科年表』や[天文年鑑』l■詳しい。

《椰l》

|ア ンタレス 1 16h26m

◇およその値は星図から読み取れる。



星を探す ときは、その星の南中時がよい―地平線から一番高くなる―

天体の南中高度は、地球上の緯度によって違ってくる。(北半球で見る)

[天体の南中高度]° =(90° 一その地点の緯度)+天体の赤緯

例 :おおいぬ座 αシリウス赤緯 -16° (星 図から読む)

シリウスの南中高度 =(90° -38° )シ リウスの赤緯約 -16

(52° )+(約 -16° )=約 36°

星をみつけよう

舞らない星を みつけようとするときは, そ参星がある時亥:シこ子午筆 を通逢するときを調べてお

き,その鋳蒸に観察する方法がある。おもな短星を午後 9時なこ子午隷を通邊する考議を調べると下

表のよう翼なる。
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X 東経 141・ の地点で計算したが,官城果のどの地方でも3分獨以上のちがい:ま ない。

XX 織台で (北鋒錦離5rと して)をめ星が子午家を通通するときつ轟責でS64,0度 というの まヽ,

地平線の議点からの農度でありNS3.1ま というのiま 地平線の北点からの高糞である。 したが

って,その塁が子午議|を通選するとき:こ緩察すまtば ,塁の見える方位は裏書とか,翼北に難定

されるからみつけやすい。(寧壌県めどの地方でも 1・ 以上のちがい:ま ないので薄議観察では鋳

零誕駿らない。)

◆宮城県中学校理科教育研究会編『理科実験観察ノート』3 昭和43年発行より


